
【
学
区
紹
介
】

私
た
ち
中
村
消
防
団
詰
所
の
西
に
は
、「
中
村
公
園
」
が

広
が
り
、
南
西
に
「
大
鳥
居
」
が
聳
え
立
ち
、
南
に
「
名

古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
（
中
村
日
赤
）
」
が
あ
り
ま
す
。
大

鳥
居
は
高
さ
二
四
ｍ
で
中
村
区
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

て
お
り
、
五
月
に
開
催
さ
れ
る
太
閤
ま
つ
り
は
大
変
な
人

出
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
多
い
学
区
で
老
人
の
ご
夫
婦

や
一
人
暮
ら
し
の
家
が
多
く
、
空
き
家
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
が
、
名
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

新
築
も
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
な
で
し
こ
】

中
村
消
防
団
に
は
三
名
の
女
性
団
員
が
い
ま
す
。
医
療

の
現
場
と
介
護
の
現
場
で
働
い
て
い
る
頼
も
し
い
有
資
格

者
で
す
。
女
性
ら
し
い
細
や
か
な
気
遣
い
が
あ
り
、
現
場

対
応
力
は
男
性
団
員
よ
り
優
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
も
女
性
団
員
が
増
え
る
事
と
あ
わ
せ
て
、
彼
女
た
ち

の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
二
つ
の
詰
所
】

中
村
消
防
団
の
詰
所
は
、
創
立
百
四
十
三
年
の
中
村
小

学
校
の
敷
地
の
北
東
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
日
々
の

連
絡
用
と
し
て
ラ
イ
ン
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
詰
所
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。
ほ
ぼ
九
〇
％
の
団
員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

団
長
か
ら
の
連
絡
は
、
定
例
会
・
ポ
ン
プ
訓
練
・
防
災
訓

練
の
事
前
連
絡
か
ら
、

火
災
の
際
の
招
集

（
地
図
添
付
も
可

能
）
な
の
で
と
て
も

便
利
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

【
団
の
活
動
】

毎
月
の
定
例
会
・
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
以
外
に
、
町
内
の

防
災
訓
練
や
太
閤
ま
つ
り
の
警
備
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
村
小
学
校
の
先
生
や
児
童
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す

新
た
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
中
村
消
防
署
と
連

携
し
な
が
ら
、
学
区
内
の
火
災
は
も
と
よ
り
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
立
ち
向
か
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

【
も
ち
つ
き
】

毎
年
、
年
末
特
別
警
戒
の
前
に
詰
所
で
餅
つ
き
を
し
ま

す
。
年
末
特
別
警
戒
中
の
夜
食
と
し
て
、
各
団
員
の
お
正

月
用
の
お
餅
と
し
て
、
詰
所
の
ご
近
所
に
は
日
頃
の
消
防

団
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
礼
に
、
ま
た
、

中
村
消
防
署
等
に
も
差
し
入
れ
し
て
い
ま
す
。

も
ち
米
で
一
二
〇
ｋ
ｇ
｛
四
〇
臼
相
当
｝
を
午
前
五
時

か
ら
午
後
七
時
位
か
け
て
つ
き
あ
げ
る
恒
例
行
事
で
す

【
今
後
の
課
題
】

中
村
消
防
団
の
所
属
団
員
数
は
、
現
在
二
十
二
名
で
学

区
の
住
民
と
同
様
に
団
員
も
高
齢
化
傾
向
で
す
。
五
年
以

内
に
は
現
在
の
七
〇
代
の
五
名
は
定
年
で
退
団
し
ま
す
。

新
規
入
団
が
無
け
れ
ば
一
七
名
と
な
り
消
防
団
と
し
て

大
き
く
定
員
割
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
面
は
、
通

常
の
消
防
団
活
動
を
し
つ
つ
、
団
員
募
集
が
重
要
な
課
題

と
な
り
ま
す
。

中
村
消
防
団

【
中
村
区
】


